19　SNSに関する規定
第○条（SNS等の利用）

１．従業員は、会社の定めるSNS ガイドラインを遵守し、ウェブサイト、ブログ、メール、その他インターネットサービス等情報発信ツールを使用する場合は、情報の漏えいが無いよう十分な対策をとること。また、会社に関する情報は一切掲載してはならず、会社が掲載削除要求を行った場合は直ちに応じ、削除しなければならない。

２．前項に違反した場合は懲戒処分の対象となり、会社に損害が発生した場合、従業員は損害賠償責任を負う。

SNSガイドライン

当ガイドラインは、株式会社○○（以下「会社」という。）に関わる全従業員を対象とし、SNS（ソーシャルネットワーキングサービス）の個人利用における適切な利用とリスクマネジメントを目的とする。

１．情報を見極める

SNS及びインターネット上に氾濫する情報の真偽を見極め、不確かな情報に惑わされることなく、社会人として良識ある行動をすること。

２．著作権、プライバシー、会社に関する情報の取扱いに注意する

写真、イラスト、音楽など著作権、プライバシーを有するものの無断使用により、その権利を侵害することのないようにすること。また、会社に関する情報は一切発信してはならず、会社が著作権その他権利を有するもの一切についての使用を禁止する。

３．SNSでの発信は世界中に広まる

SNSは仲間内だけのプライベートな空間ではない。SNSでの発信は世界へ向けたインターネットでの発信であり、永遠に消えることのない情報であることを確認し、不用意な発信を行わないこと。

４．SNSでの発信に責任を持つ

SNSでの発信はたとえ匿名で行っていたとしても、容易に個人特定することができる。実名、顔だしの情報発信として本当に内容が適切であるか、自分が責任を持てる内容なのか、常に判断すること。

５．悪意をもった発信をしない

SNSは対面的な交流と異なり感情的になりがちである。自分の悪意による過度な批判や反社会的な発言は、時にインターネットの悪意の標的ともなる。自分や家族、友人までも個人情報を暴露され、現実世界においての誹謗中傷や生活が脅かされることもある。不用意な発言は控え、誤りがあればすみやかに訂正するなど誠実な行動を心がけること。
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